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１ 社会福祉協議会に 

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ふるさと納税への 

取り組みについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域福祉の向上に向けては、町民、事業者、

町がそれぞれの役割を果たし、協働して取り組

むことが必要であり、そのためには、地域福祉

の推進役であります社会福祉協議会がより一層

中心的な役割を果たしていくことが必要である

と考えます。 

 そこで、社会福祉協議会の現状や同会が拠点

となって支援するボランティア活動の状況等に

ついて、次の４点について伺います。 

①社会福祉協議会の業務内容や、職員の配置、 

そして、今後の町との係わり方についてお伺い 

いたします。 

②さくら館にあるボランティアルームの現在の 

利用方法や利用状況について伺います。 

③ボランティアルームを、福祉的な活動をして 

いる団体等に広く開放し、さくら館の利用活性 

化にもつなげる必要性があると思いますが、町 

の考えを伺います。 

④福祉の拠点となる社会福祉協議会を、湯本に 

一極集中させるのではなく、その機能の一部を 

さくら館に移転させることができないかについ 

て伺います。 

 

 ふるさと納税について私は再三、箱根町も「お

金をかけたうえで、もっと積極的に取り組むべ

き」と提言してきました。町では、昨年４月に

制度改正があったこともあり、９月からクレジ

ットカードでの支払いや謝礼品の充実を図るな

ど、簡単で気軽に寄付ができるよう取り組みを

改めました。その結果、大涌谷の火山活動への

支援もあると思いますが、５億円を超える寄付

をいただくことができました。 

 そこで、リニューアルから間もなく１年が経
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３ 住宅地等に出没す

るイノシシ対策につい

て 

 

とうとしていますので、成果を総括する意味で、

３点お尋ねします。 

①今までの取組経過と今後の展開・展望 

②ふるさと納税をきっかけとする町全体の活性 

化について 

③ふるさと納税による財源確保の考え 

 

 近年、ツキノワグマなどの地域的に個体数の

減少がみられる野生鳥獣がある一方で、イノシ

シやニホンジカなど特定の鳥獣や外来生物の生

息数増加や生息域拡大等により、生態系や農林

水産業等への被害が深刻化していると聞いてお

ります。箱根町は町全域が鳥獣保護区となって

おり、野生鳥獣は原則として捕獲は禁止となっ

ていますが、人と野生鳥獣の軋轢が深刻化して

いる鳥獣については、神奈川県猟友会箱根支部

に有害鳥獣対策を委託し年間を通じて効率的な

捕獲に努められていることは敬意を表するとこ

ろであります。 

 イノシシ対策については、これまで一般質問

をさせていただき、鳥獣被害対策実施隊の設置

や町職員の捕獲強化により昨年度のイノシシの

捕獲実績が 90 頭ということで例年の２倍ほど

捕獲していることは承知しておりますが、依然

町中での出没が相次いでおり、町全体としてイ

ノシシの生息数が増加していると感じられま

す。そこで、次の２点についてお伺いします。 

①町ではイノシシ対策用としてわなによる捕獲 

を強化していますが、具体的な地域ごとの設置 

場所について広報等で公表することはできない 

でしょうか。 

②鳥獣被害対策実施隊の今年度の活動状況につ 

いて 
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